
他に精神的をやb切れをさを救 う手段も多いはず,でも悪妻共は,世 間知らず,ぷ̀きDちよで ｢

欲しがbません勝つ迄は｣と育てられたので,例えばポー1)ノクでどぶきらいをんて無益だ し,寡

-お金が勿体をいと思,てしまう.こうした一点計の打 ち所の貴い悪妻の正論を裁判所で聞かされ

ると,l同じ仲間の-^ として全くため息が出て しまう｡私達はめ ぐb合せが悪いelです｡でも悪妻

はひつくb返せば良妻をんだと自らををぐさめているO事実,私に悪妻の年代 と云う言葉を教えて

くれた夫婦は,その後,そ う実感して仲良くなった上 事件を取下げた｡ (4回等)

日 記 か ら

松 岡 恵 美 子

1月〇日

｢君の表 しがる話がある｣と主人が言う｡私は主婦で外国旅行でもしてきた人があるのか しら,

と思 Dた｡ ところが知人のⅠさんの奥さんは大学卒業後す ぐ結婚したが,最近子供の手が離れたの
●●●●●●

で高校講師にをDたそうであるoLかしお宅の奥さんと違 Dて経験 (教職 )が夜いので,毎日その

準備で7-7一言っているが,とてもはbきって楽しそうだとのことである｡たしかに私は五年也

の教職経験があるが,長男誕年とともに退軌 七年間のブランクは経験 を張消 しにしているよう夜

気がする.GNP第二位,米が余る夜どというのは,七年前には考えもしをかったことである｡

1月△日

近く二才に浸ろうとする次男をお風呂から出していると,長男が ｢名古屋のMさんから電話 !J

と言う｡Mさんは小学二年と四才のお子さんをか えゝて,ず っと共働き中である｡現在はお姑さん

がいらして元気に共働き中であるから安心 して下さいとのこと｡二年すると下の子が幼稚園に入る

時をめざして教職に復帰すべ くがんばbますと軒並に年賀状を出したので,Mさんも電話下さった

らしいが,今年も一カ月がはやすざるとい うのに,毎日の家事に追いまくられて勉強も何もしをい

ですぎてしまった｡主婦が仕事に復帰するには二年の準備軌間が必要 というが, こんをことではす

ぐ二年がすぎてしまう｡

二月×El

｢朝仕事の時間調べ｣を三日間するように長春でいわれる｡職をやめてからつまら夜い と文句ば

かb言Dていた私が,五年半ほど前から雑誌婦^之友の読者の会である東京友の会に入会して,過

一 ･二回子供連れで会合に出席するようにをDて,家庭に落着 くのに文句を言わをく夜Dたと自分

でも思 う｡最番は友の会の最小単位である｡家事のベテランに在ることは主婦専業である以上必要
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である｡衣食住家計等家事について友の会は実に綿密に勉強させてくれる｡家計は予算生活,餐

は栄泰のバランスの とれた食事をすべ く一週間人参何伊,牛肉何才と摂取 した食事をすべて記録 し.

たbする｡ ｢朝仕事の時間調べ｣とは起床後衣食住それぞれにかかDた時間を記蘇するのであるO朝で

仕事をんてV}うのはだらだ らしているとすぐお昼にを9て しまう｡洗たく60分,掃除 60分,戟

食関係 50分, その他 で計 200分 という自分の持時間を知 9ていると,外出をどの時,手をぬ

く箇所もわかる｡と言 Dても次男が午前中に∃司も大便 した bすると,す Dかb予定 もくるDてし

まうが,午前中に1-2時間の時間を作bうることを知 9た｡この時間にブランクをうずめるべ く

努力しよう｡

二月〇 日

｢次男のわん白坊主｣の名にふさわしく,次男はいたず らD子である｡長男が宿題をしようとす

ると,先に椅子にすわ?て鈴輩で机の上にメチャ書きし, ピアノの練習とい うと先にビ7ノの前に

すわ,ているすばやさで,長男は階段をはずした二段ベ .,ドの上で宿題をやDとする始末で,長男

の勉強の様子 も殆んでみてやれ貴い｡̀外に出かける喝 歩かせると,時間がかかって,又ころんで

どろんこ,帰加はダ,コとをDたD,デJl-トでは ぐれた D,最近はもDばらオンブする｡ママコ

ー トの下から足がぬDと出て,背中に 12晦,両手の荷物が合計7晦.坂道をえDちらか Dちら,

家路を急 ぐ｡長男は一時半には帰宅する｡その時,家が締 Dていると友だちと遊んでいるのはよい

のだが,何 とを く統制がとれ貴い｡長男 の下校時,家にいて何とか言 ってやると,それから矢のよ

うに遊びに出かけてもしまbがつく｡このいたずら5子たちは,祖父母からも二･三時間位はみて

もらえても,それ以上はもて余される｡主婦専業と在ると,いや応なく子供ベ Dたbめ生活で,共

働きの人が朝晩だけ子供に接するのは,どんをにか新鮮夜気持で接す ることができて よかろうと思

う｡でも我家では誰れも子供をみてくれる人がい夜い｡もう少し皆が私をあDがたがDて くれれば

よいのだが,普,当然と心得て,何とも思Dていをい｡中 ･高 ･大と三^の男の子 さんのいる奥さ

んはいつも~｢私は下宿のおばさん以下だ｡｣ とV,う｡我家 も近い将来そうをbそ うだ｡私の人格 を

認 めさせ,男族の簾と在らぬためには, ｢お母さんも仕事をも9ている｣ということかも知れをい.

2月△日

家事の合理化,簡素化が叫ばれて, 1ンスタント食品,家庭の電化は進んだが,主婦の家事時間

はふえる傾向にあるという｡便利にをDてみ夜が手伝わをく夜Dたのも原因とかV}う｡食品公害云

云と巌がれれば,手作 Dで栄華のバランスのとれた食事 とい う手間がか ゝる｡洗濯機だけでは汚れ

物はきれいにをら夜い等 ,々主婦の仕事は際限をいが,手のぬけるところ,家族に手伝Dてもらえ

る所は協力してもらDて時間をつ くD,今年は一時間 (- EH ,来年は二時間 とい う具合に少しず
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つでも,勉強し,職場復帰したいと望んでいる.

い け ば 夜 と私

(5回等 )

鈴 木 友 子

私が自分でも思いがけず,他^様にいけば夜の手ほどきをするようにをDてそろそろ十年たとう

としています｡高一の時からはじめたいけば夜,そしてた 趣ゞ味 として楽しんできたものが,その

後の自分の中でこん夜にも大きを部分を占めるようにを?て我をがら驚いておbます｡そ,してこれ

Tiでにたったのは本当に先生方や皆様の暖いか励ましによるものであることを思い,月並の言葉をが

ら,深い感謝の念で一杯です｡

自宅で教えたb出稽古をしたbLますが,この約十年間私の中心 とをDていますのは作楽会のい

けばを教室です｡作楽会というのは附属高校の同窓会で,桜蔭会館のお隣Dですoそこでは,草月

会の田口是庭先生が主に指導しておられます｡大学生から遼歴すぎの力まで,時には外人の力の飛

入のか稽古まであbます｡

何と言Dてもやbかいのあるのが年一回の展覧会,勉強会で しょうか｡た5た一日か二日,約五

十点の作品を見ていた ゞくだけですが,半年位前から準備に入bます｡そして一回毎の会のことが,

いけばを教室の足跡であD, そのま 私ゝ の年輪です.会の運営にはこの頃慣れてきせ したが,段

苦々 しさを増すのが自分の作品です｡

昨年はじめて鉄の作品をつくD,それに ｢憧｣とい う題をつけ,現在横浜のさる所に飾 Dてあb

ます｡レ､わゆる生の花のいけばな,石骨を使った年,白樺を組んだ作品｢に らめっこ｣,アルミ板
で作 った ｢知｣･｢聴く｣,鉄の ｢憧｣と今製作中の鉄の第二作｡何と言葉で説明するよDも, こ

こに写真をのせられ貴いのが残念です｡作品は,自分の知 っている私 よb, よb雄弁に私を物語る

らしいです｡隼の花は本当に美しく,いけば夜を知らをくとも一輪さしてあってもその場の空気が

変bますoLかし,アルミや鉄が美しいと,主観的にも客観的にも感じられる作品に売るには本当

に大変を苦 しみです｡

現在月に.倭,家元勅使 河原蒼風先生に教えていたゞきます｡家元は私の名前も御存知をい筈です

が,そのお稽古で覚められると有頂天に在る位うれしく,御注意を受けるといつまでも悲 しいです｡

その時集る全国からの生徒達の真剣さ,又家元の何気をい話に,泉が枯れをい元気を得ます｡もし

かするとこれは自慢話に在ってしまいますが,一昨年秋,父の病気中に,回復の見通しがつき,辛

Dとおは夜がいけられる心に夜Dた時,そして父さえ生きていればあとは不足は言うせいという時
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